
二
）
 
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
（
『
王
右
丞
文
集
』
巻
第
こ
 
は
、
陶
淵
明
の
 
「
桃
花
源
記
並
詩
」
 
に
措
か
れ
る
桃
花
源
を
仙
郷
と
し
て
翻
案
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
に
対
す
る
後
世
へ
の
影
響
の
大
き
さ
は
、
後
世
の
人
々
が
 
「
桃
花
源
記
並
詩
」
 
に
触
れ
る
際
や
 
「
桃
源
行
」
 
を
制
作
す
る
際
に
、
 
 

多
か
れ
少
な
か
れ
 
「
仙
」
 
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
 
 
 

例
え
ば
、
韓
愈
は
 
「
桃
源
図
」
 
（
『
朱
文
公
校
昌
黎
先
生
集
』
巻
之
三
、
四
部
叢
刊
初
編
）
 
に
お
い
て
 
「
神
仙
有
無
何
抄
茫
、
桃
源
之
説
誠
 
 

荒
唐
（
神
仙
の
有
無
 
何
ぞ
抄
茫
た
る
、
桃
源
の
説
 
誠
に
荒
唐
た
り
）
」
と
言
い
、
桃
花
源
が
仙
郷
で
あ
る
こ
と
を
荒
唐
だ
と
し
て
退
け
る
。
 
 
 

劉
南
錫
は
 
「
桃
源
行
」
 
（
『
劉
夢
得
文
集
』
巻
第
八
、
四
部
羊
刊
初
編
）
 
で
 
「
仙
家
一
出
尋
無
樅
、
至
今
水
流
山
重
重
 
（
仙
家
 
一
た
び
出
 
 

づ
れ
ば
 
尋
ぬ
る
も
樅
無
く
、
今
に
至
る
ま
で
水
流
れ
山
重
重
た
り
）
」
 
と
言
い
、
「
桃
花
源
記
並
詩
」
 
を
踏
襲
し
っ
つ
も
、
桃
花
源
を
仙
郷
 
 

と
見
な
し
て
い
る
。
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
に
つ
い
て
 
 

－
六
朝
山
水
田
園
詩
の
継
承
と
発
展
－
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
に
つ
い
て
－
六
朝
山
水
田
圃
詩
の
継
承
と
発
展
－
 
（
斎
藤
）
 
 

は
じ
め
に
 
 

斎
藤
 
聡
 
 

貢   



筑
波
中
国
文
化
論
叢
 
第
二
十
七
号
 
l
一
〇
〇
七
 
 

二
頁
 
 
 

（
二
）
 
 
 

ま
た
宋
の
李
綱
は
 
「
桃
源
行
並
序
」
 
（
『
全
宋
詩
』
巻
一
五
五
〇
）
 
の
序
に
 
「
桃
源
之
事
、
世
伝
以
為
神
仙
、
非
也
。
（
桃
源
の
事
、
世
に
 
 

伝
え
て
以
て
神
仙
と
為
す
は
、
非
な
り
。
）
」
 
と
言
い
、
詩
の
本
文
で
も
 
「
何
須
更
論
神
仙
事
 
（
何
ぞ
須
ら
く
 
更
に
論
ぜ
ん
 
神
仙
の
事
）
」
 
 

と
言
い
桃
花
源
が
神
仙
で
あ
る
と
い
う
説
を
否
定
す
る
。
 
 

（
三
）
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
桃
花
源
を
仙
郷
と
し
て
描
い
た
こ
と
は
後
の
詩
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
 
 
 

本
論
文
で
は
、
「
桃
源
行
」
 
の
特
徴
で
あ
る
仙
郷
描
写
を
検
討
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
 
「
桃
源
行
」
 
に
王
維
の
自
然
詩
の
 
 

萌
芽
が
見
え
る
こ
と
を
考
察
す
る
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
は
詩
題
に
 
「
行
」
 
と
付
く
こ
と
か
ら
、
楽
府
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
「
桃
源
行
」
 
の
楽
府
と
し
 
 

て
の
性
格
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 
 

ま
ず
始
め
に
、
王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
の
も
と
歌
で
あ
る
陶
淵
明
の
 
「
桃
花
源
記
並
詩
」
 
（
『
箋
註
陶
淵
明
集
』
巻
之
五
、
四
部
叢
刊
初
編
）
 
 

を
見
て
お
く
。
な
お
以
降
 
「
桃
花
源
記
」
 
を
 
「
記
」
、
「
桃
花
源
詩
」
 
を
 
「
詩
」
 
と
省
略
す
る
。
 
 
 

「
桃
花
源
記
並
詩
」
 
に
関
し
て
は
、
す
で
に
多
く
の
論
文
が
あ
る
。
本
節
で
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
「
記
」
 
と
 
「
詩
」
 
の
特
徴
を
確
認
 
 

し
て
お
く
。
 
 
 

ま
ず
 
「
記
」
 
を
挙
げ
る
。
 
 

晋
大
元
中
、
武
陵
人
捕
魚
為
業
。
縁
渓
行
、
忘
路
之
遠
近
。
忽
逢
桃
花
林
。
爽
岸
数
百
歩
、
中
無
雑
樹
。
芳
草
鮮
美
、
落
莫
績
紛
。
漁
 
 

人
甚
異
之
。
復
前
行
、
欲
窮
其
林
。
林
尽
水
源
、
便
得
一
山
。
山
有
小
口
、
努
弼
若
有
光
。
便
捨
船
従
口
入
。
初
極
狭
、
綾
通
人
。
復
 
 
 

一
 
陶
淵
明
 
「
桃
花
源
記
並
詩
」
 
 



行
数
十
歩
、
酪
然
開
朗
。
土
地
平
噴
、
屋
舎
傭
然
。
有
良
田
美
池
桑
竹
之
属
。
肝
陪
交
通
、
鶏
犬
相
聞
。
其
中
往
来
種
作
。
男
女
衣
着
、
 
 

悉
如
外
人
。
貴
覧
垂
暫
、
並
恰
然
白
楽
。
見
浪
人
、
乃
大
驚
、
間
所
従
来
。
具
答
之
。
便
要
還
家
、
設
酒
、
殺
鶏
作
食
。
村
中
聞
有
此
 
 

人
、
威
来
間
訊
。
自
云
先
世
避
秦
時
乱
、
率
妻
子
邑
人
来
此
絶
境
、
不
復
出
焉
。
遂
与
外
人
間
隔
。
間
今
是
何
世
。
乃
不
知
有
漢
、
無
 
 

論
魂
晋
。
此
人
一
一
為
具
言
所
聞
。
皆
欺
悌
。
余
人
各
復
延
至
其
家
、
皆
出
酒
食
。
停
数
日
、
辞
去
。
此
中
人
語
云
不
足
為
外
人
道
也
。
 
 

既
出
、
得
其
船
、
便
扶
向
路
、
処
処
誌
之
。
及
郡
下
、
詣
太
守
説
如
此
。
太
守
即
達
人
随
其
往
、
尋
向
所
誌
、
遂
迷
不
復
得
路
。
南
陽
 
 

劉
子
壊
、
高
尚
士
也
。
聞
之
、
欣
然
規
往
。
未
果
、
尋
病
終
。
後
遂
無
間
津
者
。
 
 

（
晋
の
太
元
中
、
武
陵
の
人
魚
を
揃
う
る
を
業
と
為
す
。
渓
に
縁
り
て
行
き
、
路
の
遠
近
を
忘
る
。
忽
ち
桃
花
の
林
に
逢
う
。
岸
を
爽
 
 

む
こ
と
数
百
歩
、
中
に
雑
樹
無
し
。
芳
草
鮮
美
、
落
英
績
紛
た
り
。
漁
人
 
甚
だ
之
を
異
と
す
。
復
た
前
み
行
き
て
、
其
の
林
を
窮
め
 
 

ん
と
欲
す
。
林
 
水
源
に
尽
き
、
便
ち
l
山
を
得
た
り
。
山
に
小
口
有
り
、
半
解
と
し
て
光
有
る
が
ご
と
し
。
便
ち
船
を
捨
て
口
よ
り
 
 

入
る
。
初
め
極
め
て
狭
く
、
挽
か
に
人
を
通
ず
る
の
み
。
復
た
行
く
こ
と
数
十
歩
、
裕
然
と
し
て
開
朗
す
。
土
地
平
噴
、
屋
舎
僚
然
た
 
 

り
。
良
田
美
池
桑
竹
の
属
有
り
。
肝
階
交
ご
も
通
じ
、
鶏
犬
相
聞
ゆ
。
其
の
中
に
往
来
し
て
種
作
す
。
男
女
の
衣
着
は
、
悉
く
外
人
の
 
 

ご
と
し
。
黄
髪
垂
翳
、
並
び
に
憤
然
と
し
て
自
ら
楽
し
む
。
漁
人
を
見
、
乃
ち
大
い
に
驚
き
、
従
り
て
来
た
る
所
を
問
う
。
具
に
之
に
 
 

む
か
 
 

答
う
。
便
ち
要
え
て
家
に
還
り
、
酒
を
設
け
、
鶏
を
殺
し
て
食
を
作
る
。
村
中
 
此
の
人
有
る
を
聞
き
、
威
来
た
り
て
問
訊
す
。
自
ら
 
 

云
う
「
先
世
 
秦
時
の
乱
を
避
け
、
妻
子
邑
人
を
率
い
て
此
の
絶
境
に
来
た
り
、
復
た
出
で
ず
。
遂
に
外
人
と
間
隔
す
。
」
 
と
。
今
是
れ
 
 

何
れ
の
世
な
る
か
を
問
う
。
乃
ち
漠
有
る
を
知
ら
ず
、
魂
晋
に
論
無
し
。
此
の
人
一
一
為
に
具
に
聞
く
所
を
言
う
。
皆
歎
悌
す
。
余
人
 
 

ひ
 

つ
 
 

各
お
の
復
た
延
き
其
の
家
に
至
り
、
皆
 
酒
食
を
出
だ
す
。
停
ま
る
こ
と
数
日
に
し
て
、
辞
去
す
。
此
の
中
の
人
語
げ
て
云
う
 
「
外
人
 
 

の
為
に
遣
う
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
」
 
と
。
既
に
出
で
、
其
の
船
を
得
、
便
ち
向
の
終
に
扶
り
、
処
処
に
之
を
話
す
。
郡
下
に
及
び
、
太
守
 
 

に
詣
り
て
説
く
こ
と
此
の
ご
と
し
。
太
守
即
ち
人
を
し
て
其
の
往
く
に
随
わ
し
め
、
向
に
証
す
所
を
尋
ぬ
る
も
、
遂
に
迷
い
て
復
た
路
 
 

王
維
の
 
r
桃
源
行
j
 
に
つ
い
て
1
六
朝
山
水
田
圃
詩
の
継
承
と
発
展
－
 
（
斎
藤
）
 
 



「
記
」
 
が
、
他
の
六
朝
の
 
「
仙
郷
談
」
 
や
 
「
洞
寮
探
訪
説
話
」
 
な
ど
と
大
枠
で
は
共
通
点
を
持
ち
つ
つ
も
、
細
か
い
点
で
差
違
を
持
ち
、
 
 

（
四
）
 
全
体
的
に
や
や
異
質
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。
 
 
 

そ
の
差
違
の
う
ち
大
き
な
も
の
は
、
異
界
と
そ
こ
に
存
在
す
る
人
物
の
性
質
で
あ
ろ
う
。
「
仙
郷
談
」
 
も
 
「
洞
窟
探
訪
説
話
」
 
も
、
そ
こ
に
 
 

描
か
れ
る
異
界
は
仙
郷
で
あ
り
、
異
界
に
い
る
の
は
一
般
的
に
は
仙
人
、
ま
た
仙
女
な
ど
仙
界
の
人
物
で
あ
る
。
一
方
、
「
記
」
 
で
は
、
異
界
 
 

は
人
間
の
世
界
の
田
園
と
し
て
描
か
れ
、
そ
こ
に
い
る
の
は
農
民
で
あ
る
。
 
 
 

川
合
康
三
氏
は
、
「
異
界
物
語
に
お
い
て
は
異
界
の
住
人
の
何
よ
り
の
特
徴
は
、
異
人
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
 
 

（
五
）
 
 

と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
桃
花
源
の
住
人
に
そ
の
意
識
は
全
く
な
い
」
 
と
、
「
記
」
 
の
桃
花
源
の
住
人
が
六
朝
の
 
「
仙
郷
談
」
 
 

や
 
「
洞
窟
探
訪
説
話
」
 
と
大
き
な
差
違
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
 
 
 

「
記
」
 
は
、
陶
淵
明
が
思
う
理
想
の
社
会
を
記
述
す
る
た
め
に
、
「
仙
郷
談
」
 
や
 
「
洞
窟
探
訪
説
話
」
 
の
大
枠
を
用
い
つ
つ
、
異
界
を
人
間
 
 

（
七
）
 
 

（
六
）
 
 

的
な
田
園
空
間
と
し
て
描
い
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
 
 
 

次
に
 
「
詩
」
 
を
見
て
い
こ
う
。
 
 

1
巌
氏
乱
天
紀
 
 
 

賢
者
避
其
世
 
 
 

黄
緑
之
商
山
 
 
 

伊
人
亦
云
逝
 
 

5
往
迩
浸
復
浬
 
 

筑
波
中
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文
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論
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〇
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四
貫
 
 
 

を
得
ず
。
南
陽
の
劉
子
辣
は
、
高
尚
の
士
な
り
。
之
を
聞
き
、
欣
然
と
し
て
往
か
ん
こ
と
を
規
る
。
未
だ
果
た
さ
ざ
る
に
、
尋
い
で
病
 
 

み
て
終
わ
る
。
後
遂
に
津
を
問
う
音
無
し
。
）
 
 

巌
氏
 
天
紀
を
乱
し
 
 

賢
者
 
其
の
世
を
避
く
 
 

黄
緑
 
南
山
に
之
き
 
 

伊
人
も
亦
た
云
に
逝
く
 
 

よ
う
や
く
 
 

往
迩
 
 
浸
 
く
復
た
津
み
 
 
 



来
径
遂
蕪
麿
 
 
 

相
命
韓
農
耕
 
 
 

日
入
従
所
憩
 
 
 

桑
竹
重
余
蔭
 
 

1
0
寂
稜
随
時
芸
 
 
 

春
蚕
収
長
糸
 
 
 

秋
熟
廓
王
税
 
 
 

荒
路
唆
交
通
 
 
 

鶏
犬
互
鳴
吠
 
 

1
5
狙
豆
猶
古
法
 
 
 

衣
裳
無
新
製
 
 
 

童
滞
縦
行
歌
 
 
 

斑
白
歓
辞
詣
 
 
 

草
栄
識
節
和
 
 

2
0
木
衰
知
風
庸
 
 
 

雄
無
紀
暦
誌
 
 
 

四
時
自
成
歳
 
 
 

悟
然
有
余
楽
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
に
つ
い
て
－
六
朝
山
水
田
園
詩
の
継
承
と
発
展
I
 
（
斎
藤
）
 
 

来
た
る
径
は
遂
に
蕪
廃
す
 
 

つ
と
 
 

相
い
命
じ
 
農
耕
に
辱
め
 
 

日
入
り
て
憩
う
所
に
従
う
 
 

桑
竹
 
余
蔭
を
垂
れ
 
 
ー
（
ノ
 
 

寂
稜
 
時
に
随
い
て
芸
う
 
 

春
蚕
 
長
糸
を
収
め
 
 

秋
熟
 
王
税
靡
し
 
 

荒
路
 
唆
と
し
て
交
わ
り
通
じ
 
 

鶏
犬
 
互
い
に
 
鳴
吠
す
 
 

姐
豆
 
猶
お
古
法
 
 

衣
裳
 
新
製
無
し
 
 

ほ
し
い
ま
ま
 
 

童
播
 
 
縦
 
に
行
歌
し
 
 

斑
白
 
歓
ん
で
辞
詣
す
 
 

草
栄
え
て
 
節
の
和
す
る
を
織
り
 
 

木
衰
え
て
 
風
の
属
し
き
を
知
る
 
 

紀
暦
の
誌
無
し
と
難
も
 
 

四
時
 
自
ら
歳
を
成
す
 
 

悼
然
と
し
て
余
楽
有
り
 
 

五  

貢   



「
詩
」
 
の
冒
頭
四
句
で
、
桃
花
源
の
住
人
は
秦
乱
を
避
け
て
隠
れ
た
四
暗
に
擬
せ
ら
れ
る
。
「
記
」
 
で
は
 
「
先
世
避
秦
時
乱
」
 
と
語
ら
れ
る
 
 

の
み
だ
っ
た
が
、
「
詩
」
 
で
は
、
秦
の
体
制
に
反
し
て
隠
れ
た
人
々
と
し
て
描
か
れ
る
。
 
 
 

五
、
六
旬
日
で
、
俗
世
と
桃
花
源
を
往
来
す
る
道
が
断
た
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
七
句
目
か
ら
二
十
四
旬
日
ま
で
、
桃
花
源
と
そ
の
住
 
 

人
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
 
 
 

挑
花
源
と
住
人
の
様
子
に
関
し
て
、
「
詩
」
 
が
 
「
記
」
 
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
桃
花
源
の
住
人
が
自
然
の
周
期
に
従
っ
て
生
活
し
 
 

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

桃
花
源
の
住
人
は
、
農
業
に
励
み
 
（
相
命
帝
展
耕
、
七
旬
日
）
、
作
物
は
季
節
に
適
し
た
物
を
植
え
 
（
寂
稜
随
時
芸
、
十
旬
日
）
、
日
没
と
 
 

と
も
に
帰
宅
す
る
（
日
入
従
所
憩
、
八
旬
日
）
。
季
節
は
周
囲
の
草
木
な
ど
を
見
て
知
り
（
草
栄
識
節
和
、
木
衰
知
風
席
、
十
九
、
二
十
句
目
）
、
 
 

彼
等
の
生
活
に
は
暦
が
無
く
て
も
自
然
と
一
年
が
巡
る
 
（
錐
無
紀
暦
誌
、
四
時
自
成
歳
、
二
十
一
、
二
十
l
一
句
目
）
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
 
 
 

干
何
労
智
慧
 
 

2
5
奇
樅
隠
五
百
 
 

一
朝
敬
神
界
 
 
 

浮
薄
既
異
源
 
 
 

旋
復
還
幽
蔽
 
 
 

借
間
辞
方
士
 
 

3
0
蔦
測
塵
案
外
 
 
 

廟
吉
備
軽
風
 
 
 

高
挙
尋
吾
契
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〇
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何
に
干
い
て
智
慧
を
労
せ
ん
 
 

奇
樅
 
隠
る
る
こ
と
五
百
 
 

ひ
ら
 
 

l
朝
 
神
界
撒
く
 
 

浮
薄
 
既
に
源
を
異
に
し
 
 

た
ち
ま
 
 

旋
ち
に
し
て
復
た
還
た
幽
蔽
す
 
 

借
間
す
 
辞
方
の
士
 
 

じ
ん
ご
う
 
 

焉
く
ん
ぞ
塵
苦
の
外
を
測
ら
ん
 
 

こ
こ
 
 

願
わ
く
は
言
に
軽
風
を
躊
み
て
 
 

高
挙
し
吾
が
契
を
尋
ね
ん
 
 

貢  



生
活
を
つ
ら
い
と
思
う
ど
こ
ろ
か
、
十
分
な
ほ
ど
楽
し
ん
で
い
る
 
（
憤
然
有
余
楽
、
二
十
三
旬
日
）
。
 
 
 

「
記
」
 
に
お
い
て
、
桃
花
源
と
住
人
の
様
子
は
 
「
有
良
田
美
池
桑
竹
之
属
。
陣
隋
交
通
、
鶏
犬
相
聞
。
其
中
往
来
種
作
。
男
女
衣
著
、
悉
 
 

如
外
人
。
黄
葉
重
曹
、
並
憤
然
白
楽
」
 
と
、
そ
の
説
明
が
非
常
に
簡
素
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
詩
」
 
で
は
、
自
然
に
従
っ
て
生
き
る
桃
花
源
の
 
 

住
人
の
描
写
に
、
全
体
の
半
分
以
上
の
句
を
費
や
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
末
二
句
で
 
「
願
言
蹄
軽
風
、
高
挙
尋
吾
契
」
 
と
言
い
、
自
適
の
生
活
を
送
る
桃
花
源
の
住
人
を
羨
ま
し
く
思
い
、
訪
れ
た
い
と
 
 

い
う
願
望
を
述
べ
る
。
陶
淵
明
に
と
つ
て
桃
花
源
の
世
界
は
理
想
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
「
詩
」
 
は
、
陶
淵
明
の
漠
然
と
し
た
桃
花
源
へ
の
あ
こ
が
れ
を
詠
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

十
二
旬
日
に
 
「
王
税
」
 
と
言
い
、
二
十
一
句
目
に
 
「
紀
暦
」
 
と
言
っ
て
、
桃
花
源
の
生
活
は
外
界
の
そ
れ
も
国
家
の
大
事
に
関
す
る
事
項
 
 

と
対
比
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
桃
花
源
の
生
活
が
い
か
に
拘
束
の
な
い
自
由
な
も
の
で
あ
る
か
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
外
界
の
政
治
体
制
 
 

を
批
判
す
る
。
 
 
 

ま
た
、
二
十
四
旬
日
に
 
「
干
何
労
智
慧
」
 
と
言
い
、
智
慧
を
労
す
る
必
要
の
な
い
桃
花
源
の
世
界
と
違
っ
て
 
「
王
税
」
 
や
 
「
紀
暦
」
 
に
頭
 
 

を
悩
ま
せ
ら
れ
る
俗
世
を
皮
肉
る
。
 
 
 

三
十
旬
日
で
は
 
「
蔦
測
鹿
茸
外
」
 
と
言
っ
て
、
俗
世
の
外
に
別
な
世
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
す
ら
も
で
き
な
い
俗
世
の
人
 
 

（
遊
方
士
）
 
を
皮
肉
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
「
詩
」
 
は
、
単
に
理
想
世
界
や
自
適
の
生
活
へ
の
あ
こ
が
れ
だ
け
を
述
べ
る
も
の
で
は
な
く
、
桃
花
源
へ
の
あ
こ
が
れ
を
述
 
 

べ
る
こ
と
で
政
治
へ
の
批
判
や
諷
諭
を
も
意
図
し
て
作
ら
れ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
に
つ
い
て
－
六
朝
山
水
田
園
詩
の
継
承
と
発
展
－
 
（
斎
藤
）
 
 

二
 
「
桃
源
行
」
 
に
お
け
る
仙
郷
表
現
の
手
法
 
 

七  

頁   



前
節
で
は
、
「
詩
」
は
「
記
レ
 
の
物
語
を
た
だ
焼
き
直
し
た
だ
け
の
作
品
で
は
な
く
、
政
治
へ
の
批
判
・
諷
諭
の
意
図
を
持
っ
て
作
ら
れ
た
 
 

作
品
で
あ
る
こ
と
を
見
た
。
 
 
 

本
節
で
は
、
王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
は
 
「
記
」
 
r
詩
」
 
と
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
 
 
 

次
に
王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
を
挙
げ
る
。
 
 

1
漁
舟
逐
水
愛
山
春
 
 

（
八
）
 
 
 

両
岸
桃
花
挟
去
津
 
 
 

坐
看
紅
樹
不
知
連
 
 
 

行
尽
青
渓
不
見
人
 
 

5
山
口
潜
行
始
隈
陳
 
 
 

山
開
購
望
旋
平
陸
 
 
 

造
看
一
処
横
雲
樹
 
 
 

近
入
千
家
散
花
竹
 
 
 

樵
客
初
伝
漢
姓
名
 
 

1
0
居
人
未
改
秦
衣
服
 
 
 

唐
人
共
住
武
陵
源
 
 
 

遭
従
物
外
起
田
園
 
 
 

月
明
松
下
房
横
静
 
 
 

日
出
雲
中
鶏
犬
喧
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漁
舟
 
水
を
逐
い
 
山
春
を
愛
す
 
 

両
岸
の
桃
花
 
去
津
を
挟
む
 
 

坐
に
看
る
 
紅
樹
の
遠
き
を
知
ら
ず
を
 
 

青
渓
を
行
き
尽
し
 
人
を
見
ず
 
 

山
口
 
潜
行
し
 
始
め
て
隈
陳
 
 

山
開
き
噴
望
す
れ
ば
平
陸
を
旋
る
 
 

遥
か
に
看
る
 
一
処
に
 
雲
樹
摘
ま
る
を
 
 

近
づ
き
て
入
れ
ば
 
千
家
 
花
竹
を
散
ず
 
 

樵
客
 
初
め
て
伝
う
漠
の
姓
名
 
 

居
人
 
未
だ
改
め
ず
 
秦
の
衣
服
 
 

唐
人
 
共
に
住
む
 
武
陵
の
源
 
 

ま
た
 
 

遺
 
物
外
よ
り
田
園
を
起
こ
す
 
 

月
は
松
下
に
明
る
く
 
房
穂
静
か
に
 
 

日
は
雲
中
に
出
で
 
鶏
犬
喧
し
 
 
 

八  
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1
5
驚
聞
俗
客
争
来
集
 
 
 

競
引
還
家
間
都
邑
 
 
 

平
明
闇
巷
掃
花
開
 
 
 

薄
暮
漁
樵
乗
水
入
 
 
 

初
因
避
地
去
人
間
 
 

2
0
更
問
成
仙
遂
不
運
 
 
 

峡
裏
誰
知
有
人
事
 
 
 

世
中
造
望
空
霊
山
 
 
 

不
疑
霊
境
難
閲
見
 
 
 

塵
心
未
尽
思
郷
県
 
 

2
5
出
洞
無
論
隔
山
水
 
 
 

辞
家
終
擬
長
瀞
術
 
 
 

自
謂
経
過
旧
不
迷
 
 
 

安
知
峰
整
今
来
変
 
 
 

当
時
只
記
入
山
深
 
 

3
0
清
渓
幾
度
到
雲
林
 
 
 

春
来
遍
是
桃
花
水
 
 
 

不
弁
仙
源
何
処
尋
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
に
つ
い
て
－
大
朝
山
水
田
園
詩
の
継
承
と
発
展
I
（
斎
藤
）
 
 

驚
き
て
俗
客
に
聞
か
ん
と
し
て
争
い
来
た
り
て
集
ま
り
 
 

競
い
て
引
き
家
に
還
り
て
都
邑
を
問
う
 
 

平
明
 
闇
巷
 
花
を
掃
い
て
開
け
 
 

薄
暮
 
漁
樵
 
水
に
乗
じ
て
入
る
 
 

初
め
地
を
避
く
る
に
因
り
て
人
間
を
去
り
 
 

更
に
問
う
 
仙
と
成
り
て
遂
に
還
ら
ざ
る
を
 
 

峡
裏
 
誰
か
知
ら
ん
人
事
有
る
を
 
 

世
中
 
遥
か
に
望
む
も
 
雪
山
空
し
 
 

疑
わ
ず
 
霊
境
の
聞
見
し
難
き
を
 
 

塵
心
 
未
だ
尽
き
ず
 
郷
県
を
思
う
を
 
 

洞
を
出
で
論
ず
る
無
し
山
水
を
隔
つ
る
を
 
 

ほ
つ
 
 

家
を
辞
し
 
終
に
長
く
肪
術
せ
ん
と
擬
す
 
 

自
ら
謂
う
 
経
過
し
て
旧
は
迷
わ
ず
 
 

安
ん
ぞ
知
ら
ん
 
峰
整
の
 
今
来
 
変
ず
る
を
 
 

当
時
 
只
記
し
 
山
の
深
き
に
入
り
 
 

清
渓
 
幾
度
 
雲
林
に
到
る
 
 

春
来
た
り
 
遍
く
是
れ
 
桃
花
の
水
 
 

弁
ぜ
ず
 
仙
源
の
何
処
に
か
尋
ぬ
る
を
 
 

九  
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「
桃
源
行
」
 
の
一
句
目
か
ら
二
十
二
句
目
ま
で
は
、
「
記
」
 
の
桃
花
源
訪
問
評
を
大
枠
で
踏
襲
し
て
い
る
。
 
 
 

例
え
ば
、
漁
師
が
桃
花
源
に
迷
い
込
む
場
面
で
、
「
記
」
 
で
は
 
「
縁
渓
行
、
忘
路
之
遠
近
」
 
と
い
い
、
「
桃
源
行
」
 
で
は
 
「
坐
看
紅
樹
不
知
 
 

遠
」
 
と
い
う
。
 
 
 

漁
師
が
山
に
入
っ
て
桃
花
源
へ
出
る
場
面
は
、
「
記
」
 
で
は
 
「
初
極
狭
、
綾
通
人
、
復
行
数
十
歩
、
酪
然
開
朗
、
土
地
平
噴
」
 
と
い
い
、
「
桃
 
 

源
行
」
 
で
は
 
「
山
口
潜
行
始
隈
陳
、
山
開
噴
望
旋
平
陸
」
 
と
い
う
。
 
 
 

漁
師
を
見
た
桃
花
源
の
住
人
の
反
応
も
 
「
記
」
 
で
は
 
「
乃
大
驚
、
間
所
従
来
」
 
と
い
い
 
「
桃
源
行
」
 
で
は
 
「
驚
聞
俗
客
争
来
集
、
競
引
還
 
 

家
間
都
邑
」
 
と
い
う
。
 
 

一
方
、
l
一
十
三
旬
日
か
ら
は
、
漁
師
が
桃
花
源
を
出
て
か
ら
の
行
動
や
考
え
る
と
こ
ろ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
部
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
表
現
は
 
「
記
」
や
「
詩
」
 
に
は
無
い
も
の
で
あ
る
が
、
「
安
知
峰
堅
今
来
変
」
 
や
 
「
春
来
遍
是
桃
花
水
、
不
弁
 
 

仙
源
何
処
尋
」
 
と
桃
花
源
に
再
訪
で
き
な
い
理
由
を
述
べ
る
点
や
、
「
出
洞
無
論
隔
山
水
、
辞
家
終
擬
長
辞
術
」
 
と
桃
花
源
へ
の
あ
こ
が
れ
を
 
 

述
べ
る
点
な
ど
は
 
「
詩
」
 
と
共
通
し
て
お
り
、
「
詩
」
 
の
二
十
五
句
以
降
の
構
成
を
用
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

内
容
の
面
で
は
、
桃
花
源
を
仙
郷
と
し
て
描
い
た
こ
と
が
 
「
記
」
 
「
詩
」
 
と
 
「
桃
源
行
」
 
と
の
差
違
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
節
で
見
た
よ
う
に
、
六
朝
の
 
「
仙
郷
談
」
 
や
 
「
洞
窟
探
訪
説
話
」
 
に
お
け
る
異
界
は
一
般
的
に
仙
郷
と
し
て
措
か
れ
て
お
り
、
異
界
 
 

で
あ
る
桃
花
源
を
仙
郷
と
描
か
な
い
 
「
記
」
 
が
む
し
ろ
特
殊
な
の
で
あ
る
。
 
 

（
十
）
 
 
 

（
九
）
 
 
 

唐
代
に
お
い
て
、
桃
花
源
を
仙
郷
に
喩
え
る
こ
と
は
希
有
な
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
初
唐
の
王
績
の
 
「
遊
仙
四
首
」
 
其
三
 
（
『
東
皐
子
 
 

集
』
巻
中
、
四
部
叢
刊
続
編
）
 
の
前
半
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
 
 

結
衣
尋
野
路
 
衣
を
結
ん
で
 
野
路
を
尋
ね
 
 

負
杖
入
山
門
 
杖
を
負
い
て
山
門
に
入
る
 
 
 



道
士
言
無
宅
 
道
士
 
宅
無
し
と
言
う
も
 
 

仙
人
更
有
村
 
仙
人
 
更
に
村
有
り
 
 

斜
渓
横
桂
渚
 
斜
渓
 
桂
渚
を
横
ぎ
り
 
 

小
径
入
桃
源
 
小
径
 
桃
源
に
入
る
 
 
 

四
句
目
に
 
「
仙
人
更
有
村
」
 
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
詩
の
 
「
桃
源
」
 
が
仙
郷
の
喩
え
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
「
桃
源
行
」
 
に
お
い
て
、
「
仙
」
 
に
関
す
る
描
写
は
、
二
十
旬
日
の
 
「
更
問
成
仙
遂
不
遭
」
 
と
三
十
二
旬
日
の
 
「
不
弁
仙
源
何
処
尋
」
 
の
二
 
 

箇
所
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
訪
問
者
で
あ
る
漁
師
の
認
識
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
桃
花
源
の
住
人
自
ら
が
桃
花
源
を
仙
郷
で
あ
る
と
か
自
分
た
 
 

（
十
一
）
 
ち
は
仙
人
に
な
っ
た
と
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
桃
花
源
と
そ
の
住
人
が
仙
郷
・
仙
人
で
あ
る
と
す
る
具
体
的
客
観
的
な
表
現
も
な
い
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
に
お
い
て
、
桃
花
源
は
 
「
田
園
」
 
（
十
二
句
）
 
で
あ
り
、
そ
の
住
人
は
 
「
居
人
」
 
（
十
、
十
一
句
）
 
あ
る
い
は
 
「
漁
樵
」
 
（
十
八
 
 

句
）
 
な
ど
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
「
記
」
 
に
描
か
れ
る
桃
花
源
と
変
わ
ら
な
い
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
は
、
「
記
」
 
の
田
園
的
桃
花
源
を
継
承
し
っ
つ
も
、
桃
花
源
を
直
接
に
 
「
仙
」
 
と
言
わ
ず
に
、
仙
郷
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 

前
節
で
は
、
「
桃
源
行
」
 
の
特
徴
を
見
た
。
 
 

で
は
、
桃
花
源
を
仙
郷
と
し
て
詠
じ
る
と
い
う
既
出
の
手
法
を
用
い
た
の
は
い
か
な
る
影
響
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
に
つ
い
て
ー
六
朝
山
水
田
園
詩
の
継
承
と
発
展
－
 
（
斎
藤
）
 
 

三
 
「
桃
源
行
」
 
に
お
け
る
謝
霊
運
の
影
響
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大
局
的
に
見
れ
ば
当
時
の
社
会
の
影
響
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
程
千
帆
氏
は
、
玄
宗
期
に
道
教
が
盛
行
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
 
 

（
十
二
）
 
 

し
て
い
 
る
。
 
 
 

局
所
的
に
見
れ
ば
、
王
維
の
自
然
詩
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
謝
霊
運
の
影
響
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

北
島
大
悟
氏
が
 
「
謝
霊
運
に
と
つ
て
、
霊
域
の
政
渉
も
、
そ
の
中
で
の
神
仙
の
探
求
や
 
「
理
」
 
の
重
視
も
、
突
き
詰
め
れ
ば
昇
仙
へ
の
希
 
 

（
十
三
）
 
 

求
で
あ
り
、
そ
れ
は
超
越
的
存
在
・
根
源
的
存
在
へ
の
憧
憬
で
あ
っ
 
た
」
 
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
に
は
山
中
で
隠
者
や
 
 

神
仙
と
接
し
ょ
う
と
す
る
も
の
が
多
い
。
 
 
 

例
え
ば
、
「
従
斤
竹
澗
越
嶺
渓
行
」
 
（
『
文
選
』
巻
第
二
十
二
・
遊
覧
）
 
で
は
、
 
 
 

1
5
想
見
山
阿
人
 
想
い
見
る
 
山
阿
の
人
 
 
 

1
6
蒔
薙
若
在
眼
 
辞
薙
 
眼
に
在
る
が
若
し
 
 

と
、
山
中
の
自
然
に
接
し
、
ま
ぶ
た
に
隠
者
を
見
る
よ
う
だ
と
述
べ
る
。
 
 
 

「
入
華
子
崗
是
麻
源
第
三
谷
」
 
（
『
文
溝
』
巻
第
二
十
六
・
行
旅
上
）
 
で
は
、
 
 
 

9
遂
登
群
峰
首
 
遂
に
群
峰
の
首
に
登
れ
ば
 
 

は
る
 
 
 

1
0
逸
若
升
雲
煙
 
透
か
な
る
こ
と
雲
煙
に
升
る
が
若
し
 
 

と
、
群
れ
な
す
峰
の
頂
き
に
登
れ
ば
ま
さ
に
昇
仙
し
た
よ
う
な
気
分
だ
と
述
べ
る
。
 
 
 

「
登
江
中
孤
喚
」
 
（
『
文
選
』
巻
第
二
十
六
・
行
旅
上
）
 
で
は
、
 
 
 

1
3
始
信
安
期
術
 
始
め
て
信
ず
 
安
期
の
術
 
 
 

1
4
得
尽
養
生
年
 
養
生
の
年
を
尽
く
す
を
得
る
を
 
 

と
、
神
々
し
い
風
景
を
目
に
し
て
よ
う
や
く
安
期
生
の
長
生
術
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
る
。
 
 
 



第
二
節
で
 
「
桃
源
行
」
 
は
仙
郷
と
は
直
接
言
わ
ず
に
仙
郷
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
 
 
 

そ
の
た
め
、
「
桃
源
行
」
 
で
は
、
桃
花
源
を
仙
郷
と
意
識
さ
せ
る
雰
囲
気
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
特
に
、
「
桃
源
行
」
 
に
詠
じ
 
 

ら
れ
る
雲
は
、
桃
花
源
を
仙
郷
と
意
識
さ
せ
る
の
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
 
 

（
十
四
）
 
 
王
維
に
は
あ
こ
が
れ
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
白
雲
」
 
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
す
で
に
論
文
が
あ
る
。
 
 
 

「
白
雲
」
 
の
語
は
謝
霊
運
の
詩
に
見
え
る
。
例
え
ば
 
「
過
始
寧
堅
」
 
（
『
文
選
』
巻
第
二
十
六
・
行
旅
上
）
 
に
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
謝
霊
運
の
数
々
の
山
水
詩
に
は
、
山
に
入
っ
て
神
仙
的
な
体
験
を
す
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
の
漁
師
が
山
に
入
っ
て
い
く
の
は
、
一
句
日
に
 
「
漁
舟
逐
水
愛
山
春
」
 
と
あ
る
よ
う
に
、
山
の
風
景
を
観
賞
し
美
し
さ
を
楽
 
 

し
む
た
め
で
あ
る
。
 
 
 

精
神
的
な
充
足
の
た
め
に
山
に
入
る
と
い
う
態
度
は
謝
霊
運
と
共
通
し
て
お
り
、
こ
こ
に
謝
霊
運
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
 
 

1
5
白
雲
抱
幽
石
 
 
 

1
6
緑
篠
媚
清
漣
 
 

と
あ
り
、
ま
た
、
 
 
 

7
春
晩
緑
野
秀
 
 
 

8
巌
高
白
雲
屯
 
 

と
あ
る
。
 
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
J
 
に
つ
い
て
－
六
朝
山
水
田
圃
詩
の
継
承
と
発
展
－
 
（
斎
藤
）
 
 

四
 
「
桃
源
行
」
 
に
お
け
る
自
然
描
写
－
象
徴
と
し
て
の
 
「
白
雲
」
－
 
 

白
雲
 
幽
石
を
抱
き
 
 
 

緑
篠
 
清
漣
に
媚
ぶ
 
 

「
入
彰
轟
湖
口
」
 
（
『
文
選
』
巻
第
二
十
六
・
行
旅
上
）
 
 

ひ
い
 
 
 

春
 
晩
れ
て
 
緑
野
 
秀
で
 
 

そ
ぴ
 

あ
つ
ま
 
 
 

巌
 
高
え
て
 
白
雲
 
屯
る
 
 

こ
、
 
 

一
三
貢
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l
四
貢
 
 

謝
霊
運
に
と
つ
て
山
は
宗
教
体
験
の
場
で
あ
り
、
昇
仙
の
場
所
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
重
要
な
場
所
に
生
じ
る
白
雲
は
、
こ
れ
ら
 
 

宗
教
や
昇
仙
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
t
亨
え
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
「
白
雲
」
 
の
用
法
は
謝
霊
運
と
王
推
と
で
近
似
し
て
お
り
、
王
推
の
 
「
白
雲
」
 
の
用
法
に
は
酎
霊
運
の
影
響
が
み
ら
 
 

れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
あ
こ
が
れ
の
象
徴
と
し
て
の
 
「
白
雲
」
 
の
用
法
の
萌
芽
と
も
言
う
べ
き
雲
の
用
い
方
が
 
「
桃
源
行
」
 
に
見
ら
れ
る
。
 
 
 

六
句
目
で
 
「
山
開
嘱
望
旋
平
陸
」
 
と
ま
ず
遠
景
と
し
て
広
々
と
し
た
空
間
が
広
が
る
こ
と
を
言
い
、
次
い
で
七
旬
日
に
は
 
「
逢
着
一
処
摸
 
 

ヽ
ヽ
 
雲
樹
」
と
広
々
と
し
た
「
平
陸
」
 
の
中
に
雲
の
集
ま
っ
た
不
思
議
な
場
所
つ
ま
り
桃
花
源
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
「
雲
樹
」
は
「
平
陸
」
 
 

内
に
あ
る
桃
花
源
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
 
 

ヽ
ヽ
 
 
十
一
句
目
で
は
村
の
昼
間
の
様
子
が
「
日
出
雲
中
鶏
犬
喧
」
と
表
現
さ
れ
、
桃
花
源
が
雲
の
平
に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
「
雪
中
」
は
、
 
 

（
十
五
）
 
 

『
楚
辞
』
に
仙
郷
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
桃
花
源
を
仙
郷
に
喩
え
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
二
十
二
旬
日
 
「
世
中
造
望
空
雪
山
」
 
の
 
「
雪
山
」
 
も
桃
花
源
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
は
 
「
帰
粥
川
作
」
 
（
巻
第
四
）
 
の
三
、
四
旬
日
に
、
 
 

悠
然
遠
山
暮
 
悠
然
た
り
遠
山
の
暮
 
 

ヽ
ヽ
 
 

独
向
白
雲
帰
 
独
り
白
雲
に
向
い
て
帰
る
 
 

と
い
い
、
綱
川
を
白
雲
で
象
徴
さ
せ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
「
桃
源
行
」
 
で
は
、
雲
を
象
徴
的
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
桃
花
源
を
仙
郷
に
見
立
て
る
た
め
の
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 



「
桃
源
行
」
 
が
 
「
行
」
 
と
い
う
楽
府
的
な
詩
題
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
の
作
詩
の
方
法
は
楽
府
の
作
詩
の
方
法
に
似
て
い
る
。
 
 
 

楽
府
は
、
作
詩
の
際
に
一
定
の
楽
府
題
と
そ
の
楽
府
題
に
定
め
ら
れ
た
内
容
を
受
け
て
制
作
さ
れ
る
。
詩
人
は
、
先
人
の
作
品
を
継
承
し
 
 

つ
つ
も
、
独
自
の
世
界
を
楽
府
の
中
に
詠
じ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
は
、
陶
淵
明
の
 
「
記
」
 
「
詩
」
と
い
う
先
行
す
る
詩
題
と
内
容
を
受
け
つ
つ
も
、
王
維
自
身
の
新
た
な
る
桃
花
源
を
詠
 
 

じ
て
お
り
、
そ
の
発
想
は
楽
府
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
の
独
創
性
は
、
楽
府
題
で
は
な
い
作
品
を
題
材
と
し
て
、
楽
府
の
よ
う
な
作
詩
方
法
で
制
作
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
は
、
伝
統
的
な
楽
府
と
は
異
な
っ
た
方
法
で
作
詩
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
拠
る
べ
き
楽
府
題
を
持
た
な
い
中
庸
以
 
 

降
の
新
楽
府
と
も
一
線
を
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
は
王
維
の
楽
府
に
対
す
る
挑
戦
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

本
論
文
で
は
、
王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
 
 
 

王
推
の
 
「
桃
源
行
」
は
、
「
記
」
 
「
詩
」
を
踏
♯
し
な
が
ら
、
桃
花
源
を
仙
郷
と
し
て
詠
じ
て
い
る
。
仙
郷
を
表
現
す
る
手
法
は
、
桃
花
源
 
 

と
そ
の
住
人
を
直
接
に
「
仙
」
と
言
わ
ず
に
仙
郷
を
表
現
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
仙
郷
の
描
写
に
は
謝
霊
運
の
影
響
が
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
に
つ
い
て
－
六
朝
山
水
田
園
詩
の
継
承
と
発
展
－
（
斎
藤
）
 
 

五
 
楽
府
と
し
て
の
 
「
桃
源
行
」
 
の
性
格
 
 

お
わ
り
に
 
 

一
五
貢
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六
頁
 
 

あ
る
こ
と
を
本
論
文
で
は
指
摘
し
た
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
で
は
、
仙
郷
を
直
接
に
 
「
仙
」
 
と
言
わ
な
い
た
め
、
読
者
に
桃
花
源
を
仙
郷
と
認
識
さ
せ
る
た
め
の
雰
囲
気
に
工
夫
が
施
さ
 
 

れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
中
で
も
雲
の
表
現
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
見
た
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
で
は
、
雲
に
象
徴
的
な
意
味
合
い
を
込
め
る
こ
と
で
、
仙
郷
を
演
出
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
王
維
の
特
徴
的
景
物
で
あ
る
 
「
白
 
 

雲
」
 
の
萌
芽
と
も
言
う
べ
き
用
法
で
あ
っ
た
。
 
 
 

入
谷
仙
介
氏
は
王
維
の
自
然
詩
の
特
徴
を
、
酎
霊
運
の
山
水
詩
と
陶
淵
明
の
田
園
詩
の
統
一
・
総
合
さ
せ
た
中
国
に
お
け
る
自
然
文
学
の
 
 

（
十
六
）
 
 

伝
統
の
集
大
成
看
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
は
、
ま
さ
に
陶
淵
明
の
世
界
と
謝
霊
運
の
世
界
を
融
合
さ
せ
た
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 
 

（
十
七
）
 
 
 

「
桃
源
行
」
 
は
王
維
が
十
九
歳
の
時
の
作
品
 
で
あ
る
が
、
入
谷
氏
の
指
摘
す
る
王
維
の
自
然
詩
の
特
徴
が
、
十
九
歳
と
い
う
青
年
期
に
 
 

（
十
八
）
 
 

み
え
る
こ
と
は
、
王
椎
の
詩
風
が
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
 
る
。
 
 
 

ま
た
、
「
桃
源
行
」
 
と
い
う
詩
題
か
ら
は
、
楽
府
題
で
は
な
い
作
品
を
題
材
と
し
て
、
楽
府
の
よ
う
な
作
詩
方
法
で
制
作
す
る
と
い
う
王
維
 
 

の
楽
府
に
対
す
る
挑
戦
が
見
え
る
。
青
年
期
の
王
維
が
楽
府
に
対
し
て
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
 
 

注
 
 

（
一
）
 
底
本
と
し
て
静
嘉
堂
文
庫
蔵
宋
版
『
王
右
丞
文
集
』
 
（
古
典
研
究
会
草
書
 
漢
籍
之
部
 
第
l
ニ
十
二
巻
 
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
）
 
を
用
い
た
。
 
 

（
l
こ
 
第
二
十
七
冊
 
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
 
 

（
三
）
 
た
だ
し
、
桃
花
源
を
仙
郷
と
見
な
す
の
は
王
維
が
哺
矢
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
第
二
節
で
論
じ
る
。
 
 
 



（
四
）
 
例
え
ば
、
「
記
」
 
と
 
「
仙
郷
談
」
 
の
関
係
に
つ
い
て
は
小
川
環
樹
 
「
神
話
よ
り
小
説
へ
－
中
国
の
楽
園
表
象
」
 
（
『
小
川
環
樹
著
作
集
』
第
四
巻
 
筑
 
 

摩
書
房
、
一
九
九
七
）
 
等
を
参
照
。
「
記
」
 
と
 
「
洞
窟
探
訪
説
話
」
 
の
関
係
に
つ
い
て
は
門
脇
廣
文
 
「
陶
淵
明
 
（
桃
花
源
記
）
 
小
考
－
「
洞
窟
探
訪
 
 

説
話
」
 
と
の
比
較
に
お
い
て
－
」
 
〓
ハ
朝
学
術
学
会
『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第
三
集
、
二
〇
〇
二
）
 
等
を
参
照
。
 
 

（
五
）
 
「
「
桃
花
源
記
」
 
を
読
み
な
お
す
」
 
（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
『
説
話
論
集
』
第
十
四
集
 
清
文
堂
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
 
 

〓
ハ
）
 
門
脇
贋
文
氏
は
、
「
「
桃
花
源
」
 
の
世
界
は
、
陶
淵
明
が
隠
棲
し
た
 
「
田
圃
j
 
を
そ
の
ま
ま
説
話
の
形
で
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い
か
」
 
と
述
べ
、
田
 
 

園
も
桃
花
源
も
世
俗
で
も
超
俗
で
も
な
い
中
間
的
な
世
界
と
と
ら
え
て
い
る
 
（
「
陶
淵
明
 
（
桃
花
源
記
）
 
小
考
－
「
世
俗
j
 
と
 
「
超
俗
」
 
の
あ
い
だ
 
 

に
－
」
 
林
田
慎
之
助
博
士
舌
稀
記
念
論
集
委
員
会
『
中
国
読
書
人
の
政
治
と
文
学
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二
）
。
確
か
に
、
「
記
」
 
に
措
か
れ
る
桃
花
源
 
 

は
、
「
帰
園
田
居
五
首
」
 
其
一
（
巻
之
二
）
 
な
ど
に
描
か
れ
る
田
圃
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
 
 

（
七
）
 
「
記
」
 
の
文
学
的
価
値
に
つ
い
て
、
小
川
原
樹
氏
は
 
「
お
そ
ら
く
当
時
の
民
間
伝
説
を
充
分
利
用
し
っ
つ
も
、
仙
郷
を
人
間
世
界
に
持
ち
こ
む
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
、
作
者
の
あ
る
想
念
、
自
己
の
求
め
え
な
か
っ
た
理
想
を
託
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
 
（
「
神
話
よ
り
小
説
へ
ー
中
国
の
楽
園
表
象
」
）
 
と
言
 
 

い
、
川
合
康
三
氏
は
 
「
p
O
肋
由
i
b
－
e
で
あ
っ
て
も
p
r
O
b
a
b
－
e
で
な
い
世
界
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
学
た
り
う
る
」
 
（
「
「
桃
花
源
記
」
 
を
読
み
な
お
 
 

す
」
）
 
と
言
う
。
 
 

（
八
）
 
底
本
は
 
「
侠
」
に
作
る
が
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
宋
版
『
王
摩
詩
文
集
』
（
北
京
図
書
館
、
二
〇
〇
こ
に
よ
っ
て
改
め
た
。
 
 

（
九
）
 
松
本
華
氏
は
 
「
唐
詩
に
見
え
る
桃
花
源
－
非
充
足
の
快
楽
j
 
（
『
唐
代
文
学
の
視
点
』
第
六
編
第
二
牽
 
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
）
 
に
お
い
て
、
あ
こ
 
 

が
れ
の
場
所
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
た
桃
花
源
が
、
中
唐
期
に
な
る
と
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
は
な
く
、
到
達
で
き
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
が
 
 

生
じ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
の
早
い
例
と
し
て
松
本
氏
は
襲
迫
の
 
「
春
日
与
王
右
丞
過
新
昌
里
訪
呂
逸
人
不
遇
」
 
（
『
全
唐
詩
』
 
 

巻
一
二
九
）
 
を
挙
げ
る
。
こ
の
詩
に
は
王
維
の
 
「
春
日
与
襲
辿
過
新
昌
里
訪
呂
逸
人
不
遇
」
 
（
巻
第
四
）
 
と
い
う
同
詠
作
品
が
現
存
す
る
。
こ
の
王
 
 

ヽ
ヽ
 
 

維
の
詩
に
も
第
一
句
目
に
 
「
桃
源
一
向
絶
風
塵
」
 
と
「
桃
渡
」
 
の
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
詩
で
 
「
桃
源
」
 
は
呂
逸
人
の
居
所
の
た
と
え
で
あ
り
 
 

理
想
の
世
界
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
襲
過
と
は
対
極
的
な
用
例
で
あ
る
。
王
経
と
袈
過
と
で
対
極
的
な
「
桃
源
」
 
の
用
例
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
 
 

二
人
の
詩
風
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
特
に
、
「
綱
川
集
」
 
（
巻
第
四
）
 
に
お
け
る
王
経
と
襲
迫
の
役
割
等
を
考
え
る
上
で
大
き
な
辛
が
か
り
に
な
 
 

王
維
の
 
「
桃
源
行
」
 
に
つ
い
て
ー
六
朝
山
水
田
圃
詩
の
継
承
と
発
展
－
 
（
斎
藤
）
 
 

一
七
貢
 
 
 



筑
波
中
国
文
化
論
＃
 
第
二
十
七
号
 
二
〇
〇
七
 
 

一
八
貢
 
 

る
か
も
知
れ
な
い
。
 
 

（
十
）
 
入
谷
仙
介
氏
は
、
田
園
詩
人
と
し
て
の
発
展
は
わ
ず
か
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
王
練
を
陶
淵
明
の
直
接
の
継
承
者
と
言
え
る
人
物
と
見
て
い
る
 
（
『
王
 
 

維
研
究
』
東
洋
学
半
音
 
創
文
社
、
一
九
七
大
、
五
三
九
貫
）
。
し
か
し
、
王
練
に
桃
花
源
を
仙
郷
に
喩
え
る
用
例
が
あ
る
の
は
、
王
維
に
お
け
る
 
 

陶
淵
明
の
影
響
を
考
え
る
上
で
王
績
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
 
 

（
十
こ
例
え
ば
、
劉
高
錫
「
桃
源
行
」
 
（
『
劉
夢
得
文
集
』
巻
第
八
）
 
で
は
「
俗
人
毛
骨
驚
仙
争
」
 
（
九
句
目
）
と
桃
花
源
の
住
人
を
仙
人
と
す
る
具
体
的
 
 

記
述
が
あ
る
。
 
 

（
十
二
）
 
「
相
同
的
題
材
与
不
相
同
的
主
題
、
形
象
、
風
格
－
四
篇
桃
源
詩
的
比
較
研
究
」
 
（
『
古
詩
考
索
』
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
八
四
）
 
 

（
十
三
）
 
「
謝
霊
運
に
み
る
道
教
的
思
惟
の
受
容
」
 
（
日
本
中
国
学
会
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
七
集
、
二
〇
〇
五
）
 
 

（
十
四
）
専
論
に
は
都
留
春
雄
「
王
維
詩
に
詠
ぜ
ら
れ
た
 
「
白
雲
」
 
に
つ
い
て
」
 
（
滋
賀
大
学
国
文
会
『
滋
賀
大
国
文
』
第
三
号
、
一
九
七
三
）
、
斎
藤
聡
「
王
 
 

推
詩
に
お
け
る
 
「
白
雲
」
 
に
つ
い
て
」
 
（
国
士
舘
大
学
漢
学
会
『
国
士
舘
大
学
漢
学
紀
要
』
第
五
号
、
二
〇
〇
三
）
 
が
あ
る
。
ま
た
、
王
維
の
 
「
白
 
 

雲
」
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
荒
井
健
「
李
賀
の
詩
」
 
（
京
都
大
学
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
『
中
国
文
学
報
』
第
l
ニ
冊
、
一
九
五
五
）
、
 
 

鈴
木
修
次
 
「
王
維
の
詩
風
」
 
（
『
唐
代
詩
人
論
 
上
巻
』
鳳
出
版
、
一
九
七
三
）
 
等
が
あ
る
。
 
 

（
十
五
）
 
「
九
歌
・
雲
中
君
」
 
の
 
「
森
遠
拳
骨
雲
中
」
 
の
王
逸
注
に
 
「
雲
中
、
雲
神
所
居
也
」
 
と
あ
る
。
 
 

（
十
六
）
 
入
谷
仙
介
『
王
維
研
究
』
 
「
第
十
二
章
 
自
然
」
 
 

（
十
七
）
 
底
本
の
 
「
桃
源
行
」
 
の
題
下
注
に
 
「
時
年
十
九
」
 
と
あ
る
。
 
 

（
十
八
）
 
王
維
の
青
年
時
代
の
研
究
は
、
後
の
王
維
の
詩
風
に
関
す
る
研
究
の
み
な
ら
ず
初
唐
か
ら
中
庸
へ
か
け
て
の
自
然
詩
の
流
れ
を
研
究
す
る
上
で
も
 
 

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
 
 

（
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
）
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